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最新問題: 1
同じ PIDに複数の設定が適用される場合、どの設定が適用されますか?
A.最後に変更された構成が適用されます。
B.一致する実行モードの数が最も多い構成が適用されます。
C.リポジトリ内で最初に発生したものが適用されます。
D.構成ファクトリーが作成され、すべての構成が適用されます。
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

同じ PIDに複数の構成が適用される場合、一致する実行モードの数が最も多い構成が適用されま
す。これは、実行モードが特定の環境に最も具体的な構成を選択するフィルターとして機能する

ためです。一致する実行モードの数が同じである 2つ以上の構成間に関係がある場合は、リポジ
トリ内で最初に発生した構成が適用されます。

参考資料:https:// experienceleague.adobe.com/docs/ experience-
manager-65/deploying/cconfiguring/configure-ru

最新問題: 2
ディスパッチャーによってドメイン名を解決するには、どの構成/セクションを使用する必要があ
りますか?
A. vhostsファイルの構成
B. filters.anyの構成
C. httpd.confの設定
D. DNSの構成
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

ディスパッチャによってドメイン名を解決するには、DNS (ドメインネームシステム)の設定を
使用する必要があります。
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DNSは、ドメイン名をディスパッチャーをホストするWebサーバーの IPアドレスに解決しま
す。次に、ディスパッチャーは、受信リクエスト URLをキャッシュされたファイルまたは AEMパ
ブリッシュインスタンスと照合します。

参考資料:https:// experienceleague.adobe.com/docs/ experience-manager-
dispatcher/using/cconfiguring/dispatche

最新問題: 3
開発チームは、Adobe Commerceプラットフォームと統合する新しい AEMプロジェクトを開始
しています。開発者は、Mavenコマンドラインインターフェイスを使用して新しい AEMプロ
ジェクトを作成する必要があります。

「mvn -B Archetype:generate」コマンドは、開発者が AEMと Adobe Commerceを統合するのにど

のように役立ちますか?
A.プロパティ「commerceModule=AdobeCommerce」を使用すると、プラットフォーム間を統合す

る外部 jarへのパスを提供できます。
B.プロパティ ,aemVersion=cloudlを使用すると、統合ガイドラインを含むレポートが自動的に
提供されます。

C.プロパティ 'includeCommerce=y'1を使用すると、コマンドは特定のコマースコアコンポーネ
ントを生成します。

Answer: C (メーッセージを残す)
説明

includeCommerceプロパティは、コマースコアコンポーネントをプロジェクトに含めるかどう
かを示すブールフラグです。yに設定すると、コマンドは特定のコマースコアコンポーネントと
その依存関係を含むコマースモジュールを生成します。これらのコンポーネントを使用し

て、AEMを Adobe Commerceプラットフォームまたは他のコマースソリューションと統合でき
ます。参考文献:
https:// experienceleague.adobe.com/docs/ experience-manager-core-
components/using/developing/archetype/usin

最新問題: 4
開発者は、AEM as a Cloud Service実装用の実行モード固有の OSGi設定を作成する必要があり
ます。OSGi構成はどの場所に作成する必要がありますか?
A.コアプロジェクト、(/core/.../config <runmode>)フォルダー
B. ui.configプロジェクト、(/config/.../config.<runmode>)フォルダー
C.すべてのプロジェクト、(/all/.../config.<runmode>)フォルダー
D. ui.appsプロジェクト (/apps/.../config.<runmode>)フォルダー
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

ui.configプロジェクト (/config/.../config.<runmode>)フォルダーは、AEM as a Cloud Service実
装の実行モード固有の設定用の OSGi設定を作成する場所です。ui.configプロジェクトには、リ
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ポジトリの /appsにデプロイされる OSGi構成が含まれています。config.<runmode>フォルダー
は、作成者や公開など、構成が適用される実行モードを指定します。

参考資料:https:// experienceleague.adobe.com/docs/ experience-manager-cloud-
service/implementing/deploying

最新問題: 5
開発者は、2つのフィールド名と職業のスリングモデルを作成する必要があります。ダイアログ
には、名前 (単一値フィールド)と職業 (複数値フィールド)の 2つのフィールドがあります。
次のコードは、インターフェイス com.adobe.aem.guides.wknd.core.models.Bylineから継承され
たスリングモデルに含まれています。

A.

B.

C.



D.

Answer: C (メーッセージを残す)
説明

オプション Cは、Sling Modelの正しい実装です。オプション Cでは、adaptablesパラメーターを
Resource.classに設定して@Modelアノテーションを使用します。これにより、Sling Modelがリ
ソースオブジェクトから適応し、ValueMapインターフェイスを使用してそのプロパティにアク
セスできるようになります。オプション Cでは、nameパラメーターを "./name"および
"./occupations"に設定した@Injectアノテーションも使用して、nameプロパティと職業プロパ
ティの値を nameフィールドと職業フィールドに注入します。オプション Cでは、値パラメー
ターをに設定した@Namedアノテーションも使用します。
「byline」は、HTLスクリプトで使用できる Slingモデルの名前を指定します。参考文献:
https://sling.apache.org/documentation/bundles/models.htmlhttps://
experienceleague.adobe.com/docs/ experience

最新問題: 6
次のアンカータグは解決されません:
<a href="item.path" >{item.name}</a>
さらに詳しく調べたところ、開発者は、リンクの URLの末尾に .htmlが追加されていないことに
気付きました。問題を解決できる可能性のあるものは何でしょうか?

A.
B.

C.

D.
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

オプション Bは、問題を解決できる可能性があります。オプション Bでは、data-sly-attributeブ
ロックステートメントを使用して、href属性をアンカータグに追加します。data-sly-attributeス
テートメントは、式を使用して item.path値に「.html」を追加します。こうすることで、リンクは正

しい拡張子を持ち、対応するページに解決されます。

参考文献：https:// experienceleague.adobe.com/docs/ experience-manager-htl/using-htl/htl-block-
statements.htm
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最新問題: 7
開発者は、AEMでワークフローのカスタムプロセスステップを作成する必要があります。カス
タムプロセスステップでは、OSGiコンポーネントがWorkflowProcessインターフェイスを実装
する必要があります。

開発者はどのメソッドを実装する必要がありますか?
A.電話をかける
B.適用します
C.実行
D.送信する
Answer: (解答を表示する)
説明

WorkflowProcessインターフェイスは、Javaで実装された自動ワークフローステップに使用さ
れるインターフェイスです。

このインターフェイスを実装するクラスは、WorkflowNodeに接続してワークフローエンジンに
よって実行できる Javaベースのプロセスを定義します。executeメソッド
は、WorkItem、WorkflowSession、および MetaDataMapをパラメーターとして受け取り、カスタ
ムプロセスステップのロジックを実行します。参考文献:
https://developer.adobe.com/ experience-manager/reference-
materials/6-5/javadoc/com/adobe/granite/workflow/e

最新問題: 8
開発者は、新しい Titleコンポーネントを作成する必要があります。要件は次のとおりです。
1.レイアウトはタイトルコアコンポーネントと同じである必要があります
2. textプロパティには、プレフィックスとしてページタイトルが必要です (例:ページタイトル -
<コンポーネントテキスト>)
3.コンポーネントは再利用可能でなければなりません
どのアプローチが推奨されますか?
A. 1.タイトルコアコンポーネントのプロキシコンポーネントを作成します
2.デフォルトの動作をオーバーライドするカスタム Slingモデルを作成します。
3.コンポーネントテンプレートをカスタマイズする
B、1.カスタムコンポーネントを最初から作成する
2.要件に従うコンポーネントのカスタム Slingモデルを作成します。
3.モデルエクスポーターを作成する
B. 1.タイトルコアコンポーネントからプロキシコンポーネントを作成します
2.デフォルトの動作をオーバーライドするカスタム Slingモデルを作成します。
Answer: (解答を表示する)
説明

プロキシコンポーネントは、コアコンポーネントから継承するサイト固有のコンポーネントであ

り、コンポーネント名、グループ、ダイアログ、および動作のカスタマイズを可能にします。プロキ
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シコンポーネントは、sling:resourceSuperTypeプロパティを変更することで、コアコンポーネ
ントの任意のバージョンを参照できます。カスタムスリングモデルを使用して、ページタイトル

をプレフィックスとしてテキストプロパティに追加するロジックを実装できます。コンポーネン

トテンプレートを使用して、コンポーネントのレイアウトを定義できます。

最新問題: 9
アプリケーション開発チームは、AEMをヘッドレス CMSとして使用するマルチチャネルアプリ
ケーションを作成する必要があります。このアプリケーションの構造化データを維持するにはど

の機能を使用する必要がありますか?
A.静的テンプレート
B.コンテンツフラグメント
C.経験の断片
D.カスタムコンポーネント
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

コンテンツフラグメントは、ページから独立して作成および管理できる再利用可能なコンテンツ

です。コンテンツフラグメントは、コンテンツの要素とデータ型を定義する構造化データモデル

に基づいています。コンテンツフラグメントは、Assets HTTP API、Content Fragments REST
API、Content Fragments GraphQL APIなどのさまざまな APIを使用して JSONとして配信でき
ます。コンテンツフラグメントは、AEMをヘッドレス CMSとして使用するマルチチャネルアプ
リケーションの作成に適しています。参考文献:
https:// experienceleague.adobe.com/docs/ experience-manager-
learn/foundation/headless/introduction-to-headles

最新問題: 10
dispatcher.anyファイルの /cacheの下にあるどのプロパティが、キャッシュされたファイルが保
存されているディレクトリを識別するものですか?
A. /無効化
B. /statfile
C. /docroot
D. /cacheroot
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

dispatcher.anyファイルの /cacheの下にある /cacherootプロパティは、キャッシュされたファイ
ルが保存されるディレクトリを識別します。これは、キャッシュルートディレクトリへの相対パ

スまたは絶対パスです。ディスパッチャは、このディレクトリの下に仮想ホストごとにサブディ

レクトリを作成し、そこにキャッシュされたファイルを保存します。

参考資料:https:// experienceleague.adobe.com/docs/ experience-manager-
dispatcher/using/cconfiguring/dispatche
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最新問題: 11
AEM開発者は、人間が判読できる yaml形式で Slingモデルの要件を受け取ります。カスタムア
プリケーションを構築する必要があります。依存関係は次のようになります。

A. 1. yamlとしてエクスポートする OSGIモデルを作成します。
2. Apache Sling MIMEタイプサービスで MIMEタイプを設定する
B. 1. yamlとしてエクスポートする OSGIモデルを作成します。
2. Apache Slingサーブレット/スクリプトリゾルバーおよびエラーハンドラーで MIMEタイプ
を構成する

C. 1. yamlとしてエクスポートする Slingモデルを作成します。
2. Apache Sling MIMEタイプサービスで MIMEタイプを設定する
D. 1. yamlとしてエクスポートする Slingモデルを作成します。
2. Apache Sling Referrer Filterで MIMEタイプを設定する
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

人間が判読できる yaml形式でデータをエクスポートできる Slingモデルを作成するには、次の手
順が必要です。

* yamlとしてエクスポートする Slingモデルを作成します。Slingモデルは、AEMでリソースを表
すために使用できる Javaクラスです。Slingモデルは、アノテーションを使用して、リソースから
モデルを適応させる方法と、さまざまな形式でデータをエクスポートする方法を定義できます。

データを yaml形式でエクスポートするには、Slingモデルクラスは@Modelアノテーションを
使用し、resourceTypeパラメーターをモデルが表すリソースのリソースタイプに設定する必要
があります。Slingモデルクラスは、nameパラメーターを「jackson」に設定し、extensionsパラ

メーターを「yaml」に設定して org.apache.sling.models.annotations.Exporterアノテーションを実

装する必要もあります。Slingモデルクラスは、yaml形式でエクスポートする必要があるフィー
ルドまたはメソッドで@JsonPropertyアノテーションを使用する必要もあります。
* Apache Sling MIME Type Serviceで MIMEタイプを設定します。Apache Sling MIMEタイプ
サービスは、ファイル拡張子を MIMEタイプに、またはその逆にマッピングする OSGiサービス
です。Slingモデルの yaml形式を有効にするには、yaml拡張子の新しいエントリとそれに対応す
る MIMEタイプ (application/x-yaml)を使用して MIMEタイプサービスを構成する必要がありま
す。これを行うには、org.apache.sling.commons.mime.internal.MimeTypeServiceImplサービスの
OSGi構成を作成し、エントリ「yaml=application/x-yaml」を mime.typesプロパティに追加しま

す。参考文献:
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https://sling.apache.org/documentation/bundles/models.html
https://sling.apache.org/documentation/bundles/mime-type-support-commons-mime.html

最新問題: 12
SPAコンポーネントは、MapTo()メソッドを介して AEMコンポーネントに接続されます。
ItemListという SPAコンポーネントを同等の AEMコンポーネントに正しく接続するには、どの
コードを使用する必要がありますか?
A. ('プロジェクト/コンポーネント/コンテンツ/アイテムリス
ト,).MapTo(ltemList,ltemListEditConfig);
B. MapToCproject/cornponents/content/itemList^ltemListJtemListEditConfig);
C. ItemList.MapToCproject/components/content/itemList1);
D. MapTo(ltemList)('project/components/content/itemList,,ltemListEditConfig);
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

MapTo()メソッドは、AEMコンポーネントの sling:resourceTypeを引数として指定することによ
り、SPAコンポーネントを AEMコンポーネントにマッピングするために使用されます。MapTo()
メソッドは、文字列ではなく SPAコンポーネントで呼び出す必要があります。MapTo()メソッド
の 2番目の引数はオプションであり、SPAコンポーネントの編集構成を提供するために使用でき
ます。

最新問題: 13
Cloud Serviceとしての AEMのどのロールがパイプラインを設定または実行できますか?
A.導入マネージャー
B. DevOps
C.開発者
D.プログラムマネージャー
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

デプロイメントマネージャーは、Cloud Managerでパイプラインを構成または実行できるロール
です。デプロイメントマネージャーは、プログラムと環境の作成と編集、パイプラインの構成、パ

イプライン実行の開始とキャンセル、運用環境へのデプロイメントの承認または拒否を行うこと

ができます。デプロイメントマネージャーロールには、Adobe Experience Cloud製品プロファイ
ルに関連付けられた IMS IDが必要です。参考文献:
https:// experienceleague.adobe.com/docs/ experience-manager-cloud-
service/implementing/using-cloud-manager

最新問題: 14
開発者は、参加者が実行時に自動的に選択される動的参加者ステップを作成する必要がありま

す。
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開発者は、com.day.cq.workflow.exec.ParticipantStepChooserインターフェイスを実装する必要
がある OSGiサービスを開発することにしました。
開発者は com.day.cq.workflow.exec.ParticipantStepChooserインターフェイスからどのメソッド
を実装する必要がありますか?
A. String getParticipant(Workltem workltem、WorkflowSession workflowSession、MetaDataMap
metaDataMap)
B. void getParticipant(Workltem workltem, WorkflowSession workflowSession, MetaDataMap
metaDataMap)
C. String getDynamicParticipant(Workltem workltem、WorkflowSession
workflowSession、MetaDataMap metaDataMap)
D. void getDynamicParticipant(Workltem workltem、WorkflowSession
workflowSession、MetaDataMap metaDataMap)
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

com.day.cq.workflow.exec.ParticipantStepChooserインターフェイスは、参加者を動的に定義す
る実装を目的としています。このインターフェイスは、非推奨の

com.day.cq.workflow.exec.ParticipantChooserインターフェイスを置き換えま
す。getDynamicParticipantメソッドは、作業項目、ワークフローセッション、およびメタデータ
マップのパラメーターに基づいて動的に解決されたプリンシパル IDを返します。
参考資料:https://developer.adobe.com/ experience-manager/reference-materials/cloud-
service/javadoc/com/day

最新問題: 15
開発者は、会社のアプリケーションのログ記録用にロガーとライターのペアを作成する必要があ

ります。開発者はどの OSGi構成を使用する必要がありますか?
A. Apache Sling Loggingロガー構成と Apache Sling Logging構成
B. Apache Slingリクエストロガーおよび Apache Slingロギングライターの構成
C. Apache Sling Loggingロガー構成および Apache Sling Logging Writer構成
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

Apache Sling Loggingロガー構成と Apache Sling Logging Writer構成は、開発者が企業のアプリ
ケーションロギング用にロガーとライターのペアを作成するために使用する必要がある OSGi
構成です。ロガー設定では、特定のロガー名またはカテゴリのログレベルとログファイル名を定

義します。Writer設定では、特定のログファイル名のファイルサイズ、ファイル数、およびファイ
ルの場所を定義します。

参考資料:https:// experienceleague.adobe.com/docs/ experience-
manager-65/deploying/cconfiguring/configure-lo

最新問題: 16
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すべての Cloud Manager本番パイプラインで有効になっており、スキップできない Cloud
Managerテストのタイプはどれですか?
A.コード品質テスト
B.監査テストを体験する
C. ULテスト
D.機能テスト
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

コード品質テストは、すべての Cloud Manager本番パイプラインに対して有効になっている
Cloud Managerテストの一種であり、スキップすることはできません。コード品質テスト
は、SonarQubeを使用してプロジェクトのコード品質をチェックし、問題や脆弱性を報告しま
す。コード品質がアドビが定義した最低基準を満たしていない場合、コード品質テストはパイプ

ラインに失敗する可能性があります。参考文献:
https:// experienceleague.adobe.com/docs/ experience-manager-cloud-
service/implementing/testing/testing-overvi

有効な AD0-E134問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AD0-E134試験問題
集！ GoShiken.comが最新の AD0-E134試験問題集を提供しています。GoShiken.com AD0-
E134試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AD0-E134問題集を
ゲットする人はこちら: https://www.goshiken.com/Adobe/AD0-E134-mondaishu.html

(7430%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
AEM開発者は、新製品の発売をサポートするために新しいコンポーネントを作成する必要があり
ます。

*クライアントは、最新バージョンのWCMコアコンポーネントを備えたオンプレミスの AEM
6.5上にあります。
*コンポーネントにはテキスト、画像、リンクが含まれている必要があります
*コンポーネントは複数のデザインをサポートする必要があります
AEM開発者は起動をサポートするためにどのプロセスを使用する必要がありますか?
A. 1.コアコンポーネントからティーザーコンポーネントを拡張します。
2.スタイルシステムで使用するスタイルバリエーションを作成します。
B. 1.コアコンポーネントからテキストコンポーネントを拡張して新しいコンポーネントを作成
します

2.ダイアログプロパティを追加し、画像をサポートするように HTLを変更します。
C. 1.コアコンポーネントからテキストコンポーネントを拡張します。
2.ポリシー経由でテキストコンポーネントの画像操作を有効にする
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D. 1.これらのコンポーネントのコアコンポーネントオーサリングダイアログを公開する新しい
テキスト付き画像コンポーネントを作成します。

2.ポリシーを追加して、使用するデザインを定義する
Answer: A (メーッセージを残す)
*コアコンポーネントからティーザーコンポーネントを拡張
*スタイルシステムで使用するスタイルバリエーションを作成します**正解のみの包括的な説
明:コアコンポーネントのティーザーコンポーネントは、作成者がティーザーアイテムのタイト
ル、説明、画像、リンクを表示できるコンポーネントです。このコンポーネントは複数の設計をサ

ポートしており、カスタム機能やロジックを追加するために拡張できます。スタイルシステムを

使用すると、作成者はコードの変更や新しいテンプレートを必要とせずに、コンポーネントのス

タイルバリエーションを定義できます。参考文献:
https:// experienceleague.adobe.com/docs/ experience-manager-core-
components/using/components/teaser.h
https:// experienceleague.adobe.com/docs/ experience-manager-core-
components/using/components/style-sy
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